
(宛 先 )

T100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬・生活衛生局
食 品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内線4289)
03(3595)2423(18時 以降)

03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FA× )

寄付金・契約金等受取 (割 当て)額等回答表

€'fn 2+6 F /a
令和2年 6月 23日 (火 )薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取 (割当て)額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のアゾキシストロビンの残留基準の設定について

②食品中のシフルフェナミドの残留基準の設定について

③食品中のビキサフェンの残留基準の設定について

④食品中のピリフルキナゾンの残留基準の設定について

⑤食品中のピリプロキシフェンの残留基準の設定について

⑥食品中のフロメトキンの残留基準の設定について



①食品中のアゾキシストロビンの残留基準の設定について

企業名 (申 請企業等): シンジェンタ ジャパン株式会社
♂無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

②食品中のシフルフェナミドの残留基準の設定について

企業名(申 請企業等):  日本曹達株式会社

→ 受取の有無 :□ 有り

当該年度における受取額

□ 50万 円以下
'□  50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

シ

ー

●

●

ΓＩ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□ 有り

し

し

無

無

【受取額の内訳】

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

)□ その他 (

● 寄付金・契約金等の受取 (害1当 て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

【受取額の内訳】

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

)□ その他 (

無
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□

□

□
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申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

③食品中のビキサフェンの残留基準の設定について

企業名(申 請企業等): バイエルクロップサイエンス株式会社

該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□  有り

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

【受取額の内訳】

□ 寄附金 (奨学寄付金含む) □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他 ( )
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申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□ 有り



④食品中のピリフルキナゾンの残留基準の設定について

企業名(申 請企業等):  日本農薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑤食品中のピリプロキシフェンの残留基準の設定について

企業名(申 請企業等): 住友化学株式会社

→ 受取の有無 :□ 有り ♂無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超
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→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 :

【受取額の内訳】

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

)□ その他 (

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

→受取の有無:□ 有り
「

無し
当該年度における受取額

卜 : :!:]革 』

500万 円以下

【受取額の内訳】
□ 寄附金 (奨学寄付金含む) □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他 ( )
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申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑥食品中のフロメトキンの残留基準の設定について

企業名(申 請企業等): Meiji Seikaフ ァルマ株式会社

→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 :

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度
□ 令和元年度

□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無 :□ 有リ  ビ  無し

当該年度における受取額

卜 : :!『]掌』

500万 円以下

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む) □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他 ( )
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→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 : ジ案し



（宛先）

〒100-8916
電話

FAX 

厚生労働省医薬•生活衛生局 菰
食品基準審査課残留農薬等基準審査室 辰印庁

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111 （内線4289)
03(3595)2423 (18時以降）
03-3595-2432（残留農薬等基準審査室FAX)

寄付金契約金等受取（割当て）額等回答表

令和乙年〇月 (f::fi
令和2年6月 23 日（火）薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬•動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のアゾキシスにビンの残留基準の設定について

②食品中のシフルフェナミドの残留基準の設定について

③食品中のビキサフェンの残留基準の設定について

④食品中のピJフルキナゾンの残留基準の設定について

⑤食品中のビ）カコキシフェンの残留基準の設定について

⑥食品中のフロメトキンの残留基準の設定について

現職匡堤忍翌息棗冴ご厄メ窟足所
氏名 〗裟本



①食品中のアゾキシストロ2ンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： シンジェ，ンタジャバン株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成30年度

口令和元年度

口令和2年度

受取額の内訳］

口 寄附金（奨学寄付金含む） 口 研 究 契 約 金

□ 特許権•特許使用料・商標権による報酬
口 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

口その他（

●申請資料等の作成に密接に関与

竺；盆平さに疑念玄生じさせると考えられる特別の利害関係

②食品中のシフルフェナミドの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： 目本曹温株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度

口令和 元年度

口令和2年度

【受取額の内訳】

口 寄附金（奨学寄付金含む） 口 研 究 契 約 金

□ 特許権•特許使用料・商標権による報酬
口 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

口その他（

●申請資料等の作成に密接に関与

竺；i平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

③食品中のビキサフェンの残留基準の設定について

．梵9:：は9t9:闊厚l当塩エルクロップサイエンス株式令社

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成30年度

口令和 元年度

口令和2年度

【受取額の内訳】

〇 寄附金（奨学寄付金含む） 口 研究契約金

□ 特許権•特許使用料・商標権による報醐
口 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

口その他（

●申請資料等の作成に密接に関与

竺：：：疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
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④食品中の切フルキナゾンの残留基準の設定について

．含9芯::t9等）`i悶鳥薬株式会社

受胃竺:t年：も翌呵咽金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度•
口令和2年度

【受取額の内訳】・`

口 寄附金（奨学寄付金含む） 口研究契約金

口 特許権•特許使用料・商標権による報酬
口講演料 上 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

口 その他（

●申請資料等の作成に密接に関与

竺；盆平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

⑤食品中のビJプロキシフェンの残留基準の設定について
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企業名（申請企業等）： 住瓦化学株武会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場含、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度

口令和元年度

口令和2~度
【受取額の内慇】

口 寄附金（奨学寄付金含む）
、打柏

□ 特許権•特許使用料・商標権,4,る報酬
口 講演料 □ 原稿鴫饂料

--9  
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口 研究・契約金

コ
口 当該企璽の株式

百

⑥食品中のフロメトキンの残留基準の設定について

企業名（申講企業等）： Meiji,＄,1ika, 7，ァルマ株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、•最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度
口平成30年度
口令和元年度

口令和2年度

【受取額の内訳】

口 寄附金（奨学寄付金含む） 口研究契約金

口 特許権•特許使用料・商標権による報酬
口 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式
□ その他(,

●申請資料等の作成に密接に関与

竺；盆平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

ロ コンサルタント料・指導料

→該当の有無：口有り 戸/無し
→該当の有無：口有り 無し

9, 9 

→受取の有無：口有り 甘／無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万E超～500万円以下

□ 500万円超

ロ コンサルタント料・指導料

ク

→該当の有無：口有り / 祐］／無し→該当の有無：口 有り 無し

f 









( 宛先）

厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

〒1 0 0 一8 9 1 6

電話

F A X

東京都千代田区霞が関1 - 2 - 2
0 3 ( 5 2 5 3 ) 1  1  1  1 ( 内線4 2 8 9 )
0 3 ( 3 5 9 5 ) 2 4 2 3  ( 1 8 時以降）
0 3 - 3 5 9 5 - 2 4 3 2  ( 残留農薬等基準審査室F A X )

寄付金・契約金等受取( 割当て) 額等回答表

令和2 年6 月/ り日

令和2 年6 う2 3 日（火）薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のアゾキシストロビンの残留基準の設定について

②食品中のシフルフェナミドの残留基準の設定について

③食品中のビキサフェンの残留基準の設定について

  ④ 食品中のピU フルキナゾンの残留基準の設定について

  ⑤ 食品中のピU ブロキシフェンの残留基準の設定について

  ⑥ 食品中のフロメトキンの残留基準の設定について

現職面嫉卷? r ? 杉> 所y f c £ 伊賓- 章卷
   氏名猥本了



①食品中のアゾキシストロピンの残留基準の設定について

一該当の有無：口有り

該当の有無：口有リ

―受取の有無：口有り E f 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

口令和2 年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

  口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

企業名( 申請企業等）: シンジェンタジャパン株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

口令和2 年度

受取の有無：口有り S  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

ぜ無し
ゼ無し

②食品中のシフルフェナミドの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：日本曹達株式会社
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金- 契約金等を受け取った年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

口令和2 年度

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

受取の有無：口有り ば無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

ゴ無し
 無し

③食品中のビキサフェンの残留基準の設定について

企業名( 申請企業等）：バイエルクロップサイエンス株式会社

し
し

無
無



④食品中のピU フルキナゾンの残留基準の設定について

一該当の有無：口有リ

―該当の有無：口有り

―受取の有無：口有り 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

口令和2 年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

⑥食品中のフロメトキンの残留基準の設定について

   企業名（申請企業等）: M e i i i  S e i k a フアルマ秩式会計
   ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 ―受取の有無：口有リ B f 無し

  受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成3 0 年度 1  口 5 0 万円以下
口令和元年度

口令和2 年度

ーロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

口 その他（

)

  ・申請資料等の作成に密接に関与 該当の有無：口有リ 0  無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 - 該当の有無：口有リ H  無し

  「特記事項 1

  企業名（申請企業等）：日本農薬株式会社
  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 - 受取の有無：口有り B l 無し

  受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成3 0 年度 1  口 5 0 万円以下
口令和元年度

口令和2 年度

ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

   ロ ーその他（ )
・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

一該当の有無：口有リ 兒無し

一該当の有無：口有り c f 無し

⑤食品中のピU プロキシフェンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：住友化学株式会社

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

    口 その他（  )

し
し

無
無

I
s

a









(宛 先 )

〒100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬 '生活衛生局
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内 線4289)
03(3595)2423 (18時 以降)

03-3595-2432(残留農薬等基準審査ゴ AX)

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表
1      

令和 2年 /月 //日

令和2年6月 23日 (火)薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申講に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、Bll紙のとおり回

答する。

①食品中のアゾキシスにビンの残留基準の設定について

②食品中のシフルフェナミドの残留基準の設定について

③食品中のビキサフェンの残留基準の設定について

○食品中の嗅ルルキナカ の残留基準の設定について

⑤食品中のビル相昨シフエンの残留基準の設定について

⑥食品中のフロメiキンの残留基準の設定について

現職えιのコオが均タラ変タルイ毬在規



①食品中のアゾキシスにビンの残留基準の設定について

舗 轟 懸 鍼 轟 轟 轟
れ 生 滋 劇 鐵 議

一 ―
_可

画 面 繭 爾

「

/無 しD寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度

当該年度における受取額
□ 60万円以下
□ 50万R超～500万円以下

円超

● 申請資料等の作成に密接に関与
● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

当の有無 :
じ

し

無

無
レ

ー

初
利

□
□

②食品中のシフルフェナミドの残留基準の設定について

企菫 名

`由

請企 曇基 :ヽ  日太 曹義族 式会計

畿 魏 銀 場 轟 糧 轟 評
遡 奎 出

一 ― ― 一
__丁

爾 誦 面 蕩

「

/無 し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

当該年度における受取額受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
口 平成30年度
□ 令和元年度

当該年度における受取額
口 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

El 円超

作成に密接に関与 該当の有無:EI

該当の有無:□● 審議の公平さ:こ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

③食品中のビキサフェンの残留基準の設定について

企妻名

`由

諸 企業等 ): ′▼ ェルクロップサイェンス株 式会社

レ

ー

り

り

有

有

じ

じ

無

無

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         口 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
口 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    口 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
El 特許権,特許使用料・商標権による報酬
自 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

→ 受取の有無:日 有り  と/無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度
口 令和元年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

当該年度における受取額
□ 50万円以下

口 50万円超～500万円以下

II1 500万 円超

該当の有無:□

該当の有無:El
し

し

無

無

レ

ー

有

有● 審議の公平さに疑念を生墜 せると考えられる特lllの利害関係

1特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権:こよる報酬
□ ti3演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式



④食品中の崚″ルキナゾンの残留基準の設定について

響 轟 纏 鎌 轟 悪 警
盤 盤 鎖 二

― 一 一 一
_=繭

繭 雨 ¬

「

プ 無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度
□ 令和元年度

申請資料等の作成に密接に関与
審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

⑤食品中OrlJ7nキシフェンの残留基準の設定について

企菫名(申請企業等): 住友化学株式会社

当該年度における受取額
□ 50万円以下
口 50万円超～500万円以下

●

●

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｌ

該当の有無 :

該当の有無 :

し

し

無

無

レ

ー

有

有

□

□

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬    

‐

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度
□ 令和元年度
□

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特Bllの利害関係

1特

記事項

⑥食品中のフロメ:キンの残留基準の設定について

企業名(申 請企業等): Mo薗 Sekaフアルマ株式会社

→ 受取の有無:口 有り L/無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下
自 500万円超

利
割

国

□

じ

し

無

無

レ

‐

El 寄附金(奨学寄付金含む)         自 研究契約金  田 コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料4商標権による報酬
□ 講演料  自    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                   )

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度
□ 令和元年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さ:こ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

二 姜取の有蕪:El 肴り  旨
/無

し

当該年度i喘ける受取額
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

500

レ

ー

有

有

日

□

該当の有無:

該当の有無:

じ

し

無

無

●

●

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｌ

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  El コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式








